
  

Beサポート業務一覧 

 

      『 Beサポートに期待すること 』     常葉大学大学院 健康科学研究科長・臨床心理学専攻長  前田 正 教授  

心理の専門家による心理療法、発達障害・不登校・ひきこもり・被災者支援事業等を展開し、静岡県東部の心の健康を守る要となっ

ている、Beサポートの活動に心より敬意を表します。 

Beサポートのモットーに「Support Being 私たちは あなたらしい生き方を 応援します」とあります。 

何かすぐれていることや、社会や他者の評価を追い求めるのではなく、ありのままの自然な自分らしさそのものを認め、自分自身

で主体的に生きて行けるようにする。やがては、人生の様々な大波小波をサーフィンに乗るように少しでも楽しめるような生き方をめ

ざす、そういった思いの込められた場所がBe サポートなのではないかと思っています。 

私と理事長・皆川行寛先生との出会いは、今から 35 年前の病院臨床の現場にさかのぼります。当時より生き生きとして理想に燃

え、何よりも患者さんに接する先生の態度に「温かい人間的ふれあい」を感じ、大変感銘を受けておりました。先生は、患者さんの外

来・入院から社会復帰後まで熱心に関わっておられ、退院して遠くの地域に帰って行った患者さんまでもが先生を心の支えにしてい

ました。先生が居るだけで、病棟スタッフ全体に、困難の中にも希望を見出す・優しい雰囲気が漂っていたように思います。 

誠実にして患者さん第一の立場を貫く皆川先生が理事長となり、それに賛同する心理の専門家の方々が集う Be サポートには全

幅の信頼を寄せています。 

今年度からは、専門家を目指す常葉大学の大学院生の教育にもお力添えいただき、心より感謝しております。 

学生たちは、Beサポートで、実際の臨床現場における貴重な生の体験を通して、子どもたちが「優しい心」に育つように関わること

や、緩やかな発達ゆえに時間がかかりつつも関わり方でできることが増えること、 

子どもの得意・不得意を将来の健やかな発展に役立てられるようにという意識を

持つことなど、多くを学ばせていただいています。 

このように、心を育てる Be サポートの在り方により、援助を受ける方々のみな

らずBeサポートに関わる全ての方々に優しい心が育っていると感じます。 

Be サポートが、地域の心の健康を守る安全基地となり、心を育てる温かい臨

床をさらに前進させて、益々ご発展されることをお祈りしております。 

 

  Beサポートの地震防災対策について 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人 臨床心理オフィス 
特定非営利活動法人 臨床心理オフィス Beサポート 

NPO 法人とは、利益を目的とせず社会や地域のニーズを追求し応える活動を行う団体です。公認心理師・臨床心理士を

中心とした有志でBeサポートを設立しました。専門的な視点から地域のさまざまなこころの問題に取り組んでいます。現

在、正会員55名、賛助会員3名、学生会員1名（2024.9.20時点）で活動しております。 

私たちの活動を応援してくださる会員さんを募集しております。会員の方へは会報誌の送付、研修会や講演会での参加費

が優待されます。また地域で働く援助職の方には、ネットワークづくりとしても活用していただいております。会員のご登

録をいただける方はBeサポート事務所までご連絡ください。 
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Beサポート会員募集中 

〒4100056沼津市高島町29-11盟萌ビル201 

Tel/Fax 055-925-1701 

Mail be-sapo@mail.wbs.ne.jp 

HP http://be2011.jimdo.com/ 

発行責任者  皆川行寛 

 

 

◆ 定期研修会「Beサポ事例研究会」  

専門職向けの研修会です。日々の業務の中で、対応や方向性に迷うことはありませんか。参加者の皆様とさまざまな意

見を出し合いながら、その人らしさを理解し、今後の支援の在り方や方向性を一緒に考えていきたいと思います。 

日時：原則、毎月第3水曜日18：30～21：00   

場所：沼津市商工会議所 4階会議室D  ※今年度より会場が変更しています 

参加費：Beサポ会員無料、非会員1,000円／1回 

参加資格：心理士、スクールカウンセラー、支援員、教員など、守秘義務を課せられた専門職の方が参加できます。 

初めて参加される方はBeサポートまでご連絡ください。 

今後の予定：10/16、11/20、12/18、1/15、2/19、3/19 

※この研修会は、臨床心理士資格認定協会の資格更新ポイント（定例型）の申請を予定しています。 

研修会・講演会のご案内 

企業・事業所への支援事業 

メンタルヘルスカウンセリング 

企業研修会への講師派遣 

研修・啓発事業 

専門職対象の定期研修会開催 

一般市民対象の講演会開催 

児童発達支援事業 

障害児・者総合サポートセンターみつばち 

-----------------------沼津市----------------------- 

保育所等訪問支援 ／ 児童発達支援「あんず」 

放課後等デイサービス「かりん」 

-----------------------伊豆市------------------------ 

みつばち伊豆 放課後等デイサービス「みかん」 

相談支援事業 

指定計画相談支援・指定障害児相談支援「び～さぽーと」 

相談・カウンセリング事業 

カウンセリング、プレイセラピー、EMDR、各種心理検査 

医療・保健・福祉・教育等 地域機関への協力 

母子保健事業（乳幼児健診・発達相談・療育教室） 

：伊豆市・伊豆の国市・清水町・長泉町 

教育委員会（就学支援・特別支援教育・巡回相談） 

：函南町・清水町・伊豆市・長泉町 

市民メンタルヘルス相談 ： 伊東市・富士市 

県および市町主催ゲートキーパー養成事業 

スクールカウンセラー・学校支援心理アドバイザー 

看護学校スクールカウンセリング 

 NPO法人静岡犯罪被害者支援センター 

 社会的養護関係施設第三者評価事業 

被災者支援事業 

東日本大震災被災者支援活動「OHANA」 

不登校・ひきこもり支援事業 

沼津市 ： 東部圏域 居場所「なごみ」（県委託事業） 

伊豆市 ： 伊豆圏域 居場所「とっこ」（県委託事業） 

※ 認定NPO法人イーパーツ様 スグくるんPC寄贈プログラム ノートPC3台   ～ 御礼申し上げます ～ 

- 掃除機、子ども用自転車、雨の日に室内で遊べるボードゲームなど、寄付をいただける方を募っております - 

- ご不要の物がありましたらご協力をお願い申し上げます - 

助成・寄付寄贈報告 

8月の南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」発表を受け、Beサポートでも改めて対策を見直すこととし、来談される方々と共有

できる地震時の対応マニュアルを作成しました。 

Beサポートの住所地（沼津市高島町）は、「津波浸水想定区域」には該当していません。しかし、大きな地震となると、近隣の建物や

道路など崩壊の可能性が懸念されます。また、各所、遠方からも来談されるクライエントさん、電車通勤をしているスタッフもおり、非常

時には帰宅困難者の発生も心配されます。 

こうした可能性を視野に入れ、地震発生後、避難が必要と判断された場合には、クライエントさんや来訪中の方、スタッフともに、一

次的に向かい側のタイムズ駐車場へ、二次的には最寄りの避難所「開北小学校」へ避難することとしました。 

避難先について、クライエントさんへ事前に通知しておく（待合室および待合テーブルへの掲示）ことで、送

迎のご家族の方にも知っていただき、スムーズに避難先にお迎えしていただけるようにと考えました。 

また、各居場所事業における防災マニュアルについても再検討しています。「なごみ」では非常時を想

定した話し合いをメンバーさんと共に行い、実際に避難場所へ足を運んでみるなど、活動の中でも対策を

進めています。 



みつばち伊豆 放課後等デイサービス 「みかん」 

 

東部圏域の不登校ひきこもり支援 居場所「なごみ」 

 

活 動 報 告 

伊豆圏域の不登校ひきこもり支援 居場所「とっこ」 

 

 

活 動 報 告 

みつばち沼津 児童発達支援 「あんず」 みつばち沼津 放課後等デイサービス 「かりん」 

静岡県公認心理師協会大会 ブース出展 新スタッフの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あんずの夏の活動は、晴れていれば毎日プールで元気に

遊びました。今年の夏は本当に暑くて、数年前に作った手作

りターフが役に立ち、小さくとも日陰が出来ること有難く思い

ました。水風船、水鉄砲、おもちゃのスコップ、プリンのカップ

など使って水に慣れ親しんでとても楽しそうな子どもたちでし

た。シャワーの水をすくって顔を洗うことや、頭や体を自分で

拭く練習、お着替えの練習やお洋服を畳んで片付ける練習

も頑張りました。ビーチサンダルを履くことも毎年恒例になり、

少しずつ歩くだけですが経験してみんな歩き慣れていってく

れていました。 

みつばち農園ではゴーヤ、茄子、いんげん豆、ピーマン、

プチトマトが実りました。今年もたくさん実り、子どもたちと一

緒に収穫が出来ました。収穫したお野菜をフライパンで焼い

て塩味で調理すると、苦手なお野菜も少しずつ口に運んでく

れることもありました。取れたてのお野菜は柔らかくて食べや

すいようです。年長さんになって、お野菜が大好きになってく

れたお子さんもいました。 

7 月は『おみせやさんごっこ』としておうちの方にも来て頂

いて、おかいもの遊びを楽しめる行事をしました。トラックやヨ

ーヨーの工作や、綿菓子、アイスクリーム、おさかな釣り、カメ

釣り、しゅりけん釣り、ひよこすくいと、手作りの出店でお祭り

のようなお買い物遊びになりました。お財布とお金は子ども

たちが手作りで作ってくれました。 

今年の夏は記録的な猛暑となり、熱中症警戒アラートが連日発表される夏休みでした。スタ

ッフは、子どもの体調観察を行いながら、水分補給の声掛けに配慮する日々でした。 

夏休みの午後は、皆が楽しみにしている水遊びです。今年の夏休み 1 番のニュースは、新

しいプールを買ったことです。低学年の子どもであれば、少し「けのび」が出来る広さです。子

どもたちも大喜びでした。大きなプールにしてから、けのびが上手になった子もいます。 

プールに入るのは順番です。待っている子どもたちは、流水をシャワー状態にして体にか 

け、水遊びをして楽しみました。滑り台やブランコも、シャワーをかけ 

ながら遊ぶと、またいつもと違う楽しさが味わえます。また 3 回ほど、みつばち沼津の「かりん」が水遊びに来て

くれました。「かりん」は高学年の子供たちが多く、お兄さんたちの迫力に圧倒される場面もありました。 

夏休みの宿題は、ほとんどの子どもが 8 月前半に終わってしましました。45 分の学習の時間は、タイマーを

意識しながら、集中して取り組むことが出来ています。ご褒美シールも楽しみにしているようで、今年は寿司ネタ

のシールと、犬のシールが大人気でした。 

夏休み後半は、連日の猛暑からくる疲れが出たのか、お休みする子もポツリポツリといましたが、

大きな怪我や病気もなく、夏休みを終えることが出来ました。 

「とっこ」は毎週金曜日の午後、主に修善寺生きいきプラザ

を会場として活動しています。活動場所からは狩野川の流れ

が見え、時にはぼんやり流れを見たり飛んでくる鳥を見たりし

てなごむ事もあります。 

活動は利用される方

の希望やペースを大事

にして、これと決めずに

進めています。自宅か

らやりたい事を持ってき

てくれる方もいれば、た

だトークしに来る方もい

ます。何かやってみた

いけれど何をしようか決 

まらない方には、スタッフが簡単な作品作りやゲームを提案

しています。 

「とっこ」ではよく手芸をやっています。最近では利用者さん

に教えてもらったダイヤモンドアートのキットを使い、それぞ

れが絵柄を選んでコースターを作りました。キラキラしたビー

ズを貼り付けていく細かい作業ですが、皆さんとっても上手

で、素敵な作品ができました。 

皆でやるゲームも盛り上がります。ここはやりにくいかもとい

う意見が出るとオリジナルで少しお題を変えたりして、皆が楽

しめるようにするのですが、利用者さんのアイデアが出てきて

楽しいです。シンプルなババ抜きやジェンガ、スピード勝負の

カードゲーム、また、スタッフの持ってきたジグソーパズルが

とても難しくて、こちらにも挑戦継続中です。夏の間お休みし

ていた調理も再開する予定で、皆楽しみにしています。 

活動方法も、電話利用や送迎、ラインなど、遠方の方や最

初の一歩が踏み出しにくい方も利用しやすいように考えまし

たが、使ってくれる方もいてよかったと思います。これからも利

用される方が気持ちよく過ごせるよう工夫していきます。気軽

に見学に来ていただけたら嬉しいです。 

この夏は異常な

暑さでした。夏休み

期間中は、ほぼ毎

日と言ってよいほど

熱中症警戒アラート

が発令されていたよ

うに思います。この

暑さでは、いつもの 

ような外遊びは無理なので、ビニールプールで泳いだり、『み

かん』さんや沢に行って水遊びをしたりと、少しでも身体が涼し

くなるような活動を行いました。水遊びでは、子どもたちだけで

なく、スタッフもびしょ濡れになって遊びます！子どもたちから

水を掛けられると、口では「やめてー！」と言いつつも、実は内

心「冷たくて気持ちいいからもっとかけて！」と、私が思ってい

たのはここだけの話です…。 

また、今年の夏は中高生の利用が多く、彼らはビニールプ

ールでは満足できないだろうということで、外の大きなプール

（上岩崎プール）へもお出かけをしました。ニューウェルサンピ

ア沼津が閉鎖されてから行けていなかったので、久しぶりの大

きなプールです！上岩崎プールでは、競争をしたり、水を掛け

合ったり、小さなウォータースライダーを滑ったりと、それぞれ

思い思いの過ごし方で大きなプールを楽しみました。そして、

楽しく遊んでいるうちに、顔を水につけられなかった子が、少し

潜ることができるまでに成長していて、スタッフはとても驚きまし 

た！水は怖いだけじゃない、楽し

い部分もあるとわかってしまえば、

成長は早いのかもしれません。こ

れからもかりんでは、いろんなこと 

の楽しい面を経験できる

機会を提供していけたら

と思っています。 

地震や台風と、自然災害が続く夏となりましたが、「なごみ」は

幸いにも雨風の強い日を避けて毎週利用者の方を迎えること

ができました。家やその時の様子なども聞いて、「すごかった

ね」「びっくりしたね」とみんなで気持ちを共有する時間もありま

した。そんな「なごみ」では、今回の地震を受けて、災害時の対

応について利用者の方と話をしました。避難経路の確保、避難

場所の確認や、Be サポートに準備してある水や食料について

など「なごみ」でできることをお伝えし、少しでも安心して利用で

きるように、スタッフも準備を進めています。部屋の中で「これは

落ちてこないかな」「頭を守るためにどうしよう」など、地震の直

後だったためか、みなさん熱心に話し合いをしてくれました。こ

れから、緊急時の連絡手段の方法などもいいものを検討してい

きたいと考えています。 

夏のなごみでは、ジグソーパ

ズルの完成に向けてみんなで

がんばっています。「スウェー

デンのオーロラ」の風景をみん

なで選びました。微妙な青と黒

の色の違いにかなり苦戦しなが

らも、一生懸命1つ 1つピース

をはめています。途方もない作

業に最初は不安を感じていた

利用者さんも、少しずつつな 

がっていくピースに少し嬉しそうな表情を見せてくれる瞬間が、 

一緒に頑張っているスタッフと

しても嬉しくなります。 

「なごみ」は、利用される方が

安心して過ごせる場所をめざし

ています。毎週木曜日に開所

していますので、ご興味がある

方はぜひ見学にいらしてくださ

い。 

6月に開かれた「静岡県公認

心理師協会総会」の会員交流

会で、Be サポートの活動につ

いての紹介をさせていただき

ました。私設相談室やクリニッ

ク・病院と違い、NPO 法人とし

てのBeサポートの活動はとて 

も幅広く、県内の心理師の方々に改めてその活動を具体的にご紹

介できました。また、他機関との情報交換もでき、ネットワーク作りに

役立ちました。 

今回の交流会にはこれから心理師を目指す大学院生も参加して

おり、Beサポートにも興味を持ってくれました。一緒に活動に加わっ

てくれる心理師が増えることを期待しています。 

昨年度から勤務していますおばさん心理士の佐藤で

す。神出鬼没の勤務形態となっています。生まれは静

岡ですが、人生の3分の2は名古屋で過ごし、そこから

通っています。Beサポートの 

ことは、さまざまなクライエント

さんに出会えるお仕事内容も

個性的なスタッフメンバーの

ことも、沼津という土地も、お

だんごやさんも、みんな大好

きです。ずっと通って来られ

たらいいなと思っています。

よろしくお願いします。 

佐藤さんが作ってくださったペン立てです     

 


